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平成 24年度当初予算と各種施策

市民協働による
　　　まちづくり

　

平
成
24
年
度
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
1
2
6
億
８
千
６
百
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
、

1
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
大
手
製
造
企
業
の
主
要
生
産

機
能
の
移
転
に
伴
う
法
人
市
民
税
の
大
幅
な
減
収
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
減
災
力
の
強
い
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
諸
課
題
に
的
確
に
対
処
し
、「
子
育
て
」、「
安
全
・
安
心
」、

「
快
適
環
境
」、「
魅
力
ア
ッ
プ
」
な
ど
「
第
六
次
長
期
総
合
計
画
」
を
指
針

と
し
た
重
点
テ
ー
マ
に
即
し
た
予
算
編
成
を
行
い
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
以
下
、
予
算
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
予
算
こ
こ
に
重
点
※
（　

）
内
は
予
算
額



��

一
時
預
か
り
施
設
の

開
設
（
拡
充
）

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
一

時
預
か
り
ル
ー
ム「
ニ
コ
リ
キ
ッ

ズ
」
を
開
設
し
、安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

保
育
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
及
び

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
（
新
規
）

　

夏
季
の
高
温
対
策
と
し
て
、

韮
崎
東
・
韮
崎
西
・
藤
井
保
育
園

の
保
育
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、園
児
の
緊
急

事
態
に
備
え
、全
園
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
、安
全
で
快
適
な
保

育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

 

（
6
、
8
6
5
千
円
）

子
育
て

教
育

小
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
（
新
規
）

　

小
中
学
校
の
未
設
置
教
室
へ

エ
ア
コ
ン
を
新
た
に
設
置
し
、

児
童
生
徒
の
健
康
面
へ
の
配
慮

と
年
間
を
通
じ
た
快
適
な
学
習

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

 

（
2
8
5
、1
8
7
千
円
：
H 

2�
繰
越
予
算
）

将
来
を
担
う
子
ど
も
を

の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

予算額（千円）

1 子ども医療費助成事業 109,�69

2 ひとり親家庭医療費助成事業 15,8�2

� 地域子育て支援センター運営事業 20,05�

4 児童センター運営事業 �2,282

5 児童扶養手当施行事業 1�2,�27

6 子どものための手当施行事業 528,570

7 母子保健事業 �0,�44

8 保育所運営事業 �04,207

9 病児病後児保育事業 2,750

10 私立幼稚園奨励補助事業 2�,241

11 小中学校運営事業 89,118

12 小中学校施設管理事業 81,877

1� 小中学校教育振興事業 59,2�4

14 育英奨学金貸付事業 8,160

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

健
康

健
康
診
査
（
人
間
ド
ッ
ク
）

受
診
環
境
の
向
上
（
拡
充
）

　

�5
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
国
保
加

入
者
が
受
診
す
る
人
間
ド
ッ
ク

の
公
費
助
成
額
を
拡
大
（
男
性

１
０
、0
0
0
円
→
２
３
、
0
0
0

円
・
女
性
１
５
、0
0
0
円
→

２
８
、0
0
0
円
）
し
、
受
診
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
通
じ
た
市
民
の

予算額（千円）

1 予防接種事業 54,�12

2 健康診査事業 67,160

� 子宮頸がん等ワクチン接種事業 ��,�92

4 みんなで支える地域福祉推進事業 18,716

5 老人保護措置事業 7�,4�7

6 重度心身障害者医療費助成事業 116,711

7 障害者自立支援事業 51�,2�6

8 峡北広域行政事務組合負担金（常備消防） ��5,499

9 消防団運営事業 5�,920

10 消防ポンプ自動車整備事業 16,920

11 災害対策事業 51,117

12 生活保護施行事業 292,579

1� 砂防総務費 �,045

14 緊急雇用対策事業 65,982

※ 韮崎市立病院運営事業費 2,694,�80

※ 国民健康保険運営事業費 �,�66,255

※ 後期高齢者医療保険運営事業費 266,991

※ 介護保険運営事業費 2,177,967

※印は、特別会計・企業会計です。

健
康
保
持
を
図
り
ま
す
。

 

（
9
、
9
6
6
千
円
：
国
保
会
計
）

小
中
学
校
校
庭
の
整
備

（
新
規
）

　

甘
利
小
学
校
校
庭
の
季
節
風

に
よ
る
砂
埃
の
飛
散
防
止
の
た
め

の
土
壌
改
良
と
東
西
中
学
校
校

庭
の
降
雨
時
の
排
水
対
策
と
し
て

側
溝
改
修
等
を
行
い
、快
適
な
学

習
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

 

（
３
５
、5
1
6
千
円
）



4

災
害
対
策
本
部
機
能
の
強
化
と

災
害
備
蓄
品
の
充
実
（
新
規
）

　

新
た
な
「
韮
崎
市
地
域
防
災
計

画
」に
基
づ
き
、衛
星
携
帯
電
話
の

整
備
を
は
じ
め
簡
易
組
立
ト
イ
レ
、

非
常
用
保
存
水
、発
電
機
な
ど
の
防

災
資
機
材
、備
蓄
物
資
の
充
実
を

図
り
、防
災
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

 

（
１
５
、4
4
9
千
円
）

減
災
力
の
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
（
新
規
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
で
「
地
域

防
災・
減
災
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成
、

地
域
住
民
主
体
に
よ
る
避
難
所

運
営・
食
糧
確
保
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
・
減
災

雇
用

雇
用
機
会
の
拡
大
、
市
内
企

業
の
雇
用
を
支
援
（
継
続
）

　

厳
し
い
経
済
、
雇
用
情
勢
が
続

く
な
か
、
市
に
よ
る
直
接
雇
用
と

民
間
事
業
者
へ
の
委
託
に
よ
る
緊

急
雇
用
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
就
職
が
困
難
な
若
年
求
職
者

を
雇
用
す
る
市
内
の
「
新
卒
者
就

職
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
対
象
企

業
に
対
す
る
助
成
と
企
業
者
が
従

業
員
に
支
払
う
休
業
手
当
に
対
す

る
市
独
自
の
助
成
制
度
を
延
長
し
、

雇
用
の
継
続
拡
大
を
図
り
ま
す
。

 

（
６
５
、9
8
2
千
円
）

心
地
よ
い
定
住
環
境
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

環
境

エ
コ
ラ
イ
フ
の
普
及
促
進

（
拡
充
）

　

住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
伴
う
助
成
額
を
一
律

５
万
円
か
ら
出
力
１
kw
あ
た
り

２
万
円
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

電
気
自
動
車
購
入
者
に
対
し
新

た
に
２
万
円
の
助
成
を
創
設
し
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

の
創
設
（
新
規
）

　

新
た
に
市
内
業
者
が
施
工
す
る

住
環
境

公
園

観
音
山
公
園
の
整
備

（
継
続
）

　

市
民
会
館
解
体
後
の
七
里
岩
の

予算額（千円）

1 環境衛生事業 6,489

2 廃棄物処理対策事業 61,048

� 峡北広域行政事務組合負担金（ごみ・し尿処理） 602,599

4 エコライフ普及促進事業 8,520

5 市営住宅・定住促進住宅管理事業 88,205

6 住宅リフォーム促進事業 10,000

7 韮崎駅前広場改修事業 1,��1

8 観音山公園整備事業 67,9�5

9 市民バス委託運行事業 40,2�4

10 高齢交通弱者支援モデル事業 1,748

11 市道（韮崎）1 号線道路整備事業 109,076

12 市道（韮崎）9 号線交差点改良事業 47,966

1� 市道（藤井）6 号線道路整備事業 10,010

14 堀切橋拡幅整備事業 9,282

※ 上水道事業 1,�40,790

※ 公共下水道事業 1,410,067

※印は、特別会計・企業会計です。

自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
図
り
ま

す
。ま
た
、防
災・
減
災
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
全
戸
配
布
や
出
前
塾
等
に
よ

り
防
災・減
災
意
識
の
普
及
啓
発
を

図
り
、家
庭
、地
域
、事
業
者
が
一
体

と
な
っ
た
“
減
災
力
の
強
い
ま
ち

づ
く
り
”
を
推
進
し
ま
す
。

 

（
2
、
2
3
1
千
円
）

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
（
新
規
）

　

洪
水
避
難
地
図
及
び
指
定
避
難

地（
所
）を
重
ね
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
全
戸
配
布
し
、
土
砂
災
害
発

生
の
危
険
区
域
の
周
知
に
よ
る
被

害
の
軽
減
と
避
難
体
制
の
確
立
を

図
り
ま
す
。

 

（
�
、
0
4
5
千
円
）

循
環
型
社
会
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

 

（
8
、
5
2
0
千
円
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
（
限
度
額
10
万

円
）
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設

し
、従
来
の
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム（
限

度
額
20
万
円
）
と
合
わ
せ
、
既
存

住
宅
の
住
環
境
の
向
上
と
木
造
住

宅
の
耐
震
化
の
促
進
、
併
せ
て
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

（
１
０
、0
0
0
千
円
）

水
道
基
幹
管
路
の
耐
震
化
の

推
進
（
拡
充
）

　

送
水
管
等
の
基
幹
管
路
の
計
画

的
な
耐
震
化
を
推
進
し
、
病
院
等

の
災
害
拠
点
へ
の
水
道
水
の
安
定

供
給
や
消
火
栓
等
防
災
水
利
の
確

保
な
ど
、
災
害
時
に
備
え
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

上
水
道

高
齢
交
通
弱
者
に
対
す
る

モ
デ
ル
事
業
実
施
（
新
規
）

　

昨
年
度
、
実
施
し
た
デ
マ
ン
ド

バ
ス
試
験
運
行
に
替
え
、
新
た
に

三
之
蔵
・
日
之
城
地
区
の
70
歳
以

上
の
方
々
を
対
象
に
、
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
す
る
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
、
公
共
交
通
空
白
地
区

に
お
け
る
高
齢
交
通
弱
者
の
移
動

支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。  

 

（
1
、
7
4
8
千
円
）

公
共
交
通

安
全
対
策
と
し
て
法
面
保
護
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
市
民

の
憩
い
の
場
の
創
出
に
向
け
て
、

公
園
整
備
の
測
量
・
設
計
を
進
め

ま
す
。

 

（
６
７
、9
3
5
千
円
）

 

（
1
3
4
、0
0
0
千
円
：
水
道

事
業
会
計
）



5

道
路

市
道
整
備
の
推
進

（
継
続
）

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ

ン
に
伴
い
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

と
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
す
る

施
設
北
側
の
交
差
点
拡
幅
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
長
年
、
狭
あ
い

部
分
が
懸
案
で
あ
っ
た
富
士
見
ヶ

丘
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
拡
幅

に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
通
行
車

両
の
増
大
や
経
年
劣
化
に
よ
り
舗

装
・
路
肩
の
損
傷
が
み
ら
れ
る
旧

塩
川
幹
線
道
路
を
年
次
計
画
で
整

備
し
ま
す
。

 

（
1
6
7
、0
5
2
千
円
）

堀
切
橋
の
拡
幅
整
備

（
新
規
）

　

国
道
52
号
と
甲
西
バ
イ
パ
ス
を

結
ぶ
市
道
に
架
か
り
、
近
年
交
通

量
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
堀
切

橋
の
拡
幅
・
耐
震
補
強
工
事
に
向

け
概
略
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

 

（
9
、
2
8
2
千
円
）

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援

（
拡
充
）

　

新
た
に
認
定
就
農
者
と
な
っ
た

方
が
、
市
内
に
圃
場
を
確
保
し
、

農
業
で
生
計
を
維
持
す
る
う
え
で

借
家
の
賃
借
料
の
助
成
等
の
生
活

支
援
を
行
い
、
新
規
就
農
者
が
定

着
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

 

（
8
、
4
6
0
千
円
）

円
野
・
清
哲
・
神
山
地
区
の
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
（
新
規
）

　

県
に
よ
る
中
山
間
地
域（
円
野
・

清
哲
・
神
山
）
の
農
業
生
産
基
盤

と
生
活
環
境
基
盤
の
一
体
的
な
整

備
に
向
け
、
各
地
区
で
の
ワ
ー
ク

農
林
業

シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
と
現
地
調
査
に

基
づ
く
活
性
化
計
画
の
作
成
を
地

元
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
県

と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

 

（
1
0
0
千
円
）

竜
岡
地
区
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
（
新
規
）

　

竜
岡
地
区
（
エ
コ
パ
ー
ク
竜
岡

か
ら
国
道
52
号
ま
で
）
の
農
地 

55 

ha
の
圃
場
の
区
画
整
理
、
道
水

路
の
総
合
的
な
整
備
に
向
け
、
換

地
計
画
概
要
書
の
作
成
を
地
元
並

び
に
県
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま

す
。

 
（
1
、
6
6
6
千
円
）

予算額（千円）

1 県営畑地帯総合土地改良事業 56,874

2 県営農業生産基盤整備事業（竜岡地区） 1,666

� 新規就農者支援事業 8,460

4 松くい虫防除事業 26,569

5 まちなか活性化推進事業 12,�1�

6 中小企業振興資金融資事業 4,�91

7 企業誘致促進事業 7,�85

8 観光施設管理事業 12,1�8

9 ヒルクライム韮崎甘利山大会開催事業 1,000

10 市立図書館管理運営事業 57,996

11 穂坂体育施設管理運営事業 4,717

12 文化ホール管理運営事業 92,800

1� 美術館管理運営事業 22,�65

14 史跡新府城跡環境整備事業 16,9�8

商
業

の
れ
ん
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
（
継
続
）

　

昨
年
度
、
ま
ち
な
か
の
商
店
街

の
店
舗
に
掲
出
し
た
「
の
れ
ん
」

を
眺
め
な
が
ら
歩
い
て
店
の
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
ま
わ
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
“
の
れ
ん
で
ビ
ン
ゴ
”
を

開
催
し
、
商
店
主
と
買
物
客
の
新

た
な
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
通
じ
て

賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

 

（
1
、
2
8
1
千
円
）



6

市
内
中
小
企
業
に
対
す
る
融

資
助
成
（
継
続
）

　

制
度
融
資
資
金
に
対
す
る
利
子

補
給
と
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の

保
証
料
に
対
す
る
市
独
自
の
助
成

制
度
を
延
長
し
、
市
内
中
小
企
業

の
経
営
支
援
を
図
り
ま
す
。

 

（
4
、
3
9
1
千
円
）

経
営
支
援

観
光

観
光
地
へ
の
誘
導
標
識
・

観
光
看
板
の
設
置
（
新
規
）

　

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
統
一

観
の
あ
る
景
観
に
も
配
慮
し
た
わ

か
り
や
す
い
誘
導
標
識
と
観
光
看

板
を
設
置
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

 

（
8
、
5
9
3
千
円
）

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
韮
崎
甘
利
山

大
会
の
開
催
（
新
規
）

　

本
市
を
代
表
す
る
観
光
地
・
甘

人
が
集
う
交
流
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

国
際
交
流

予算額（千円）

1 市民交流センター管理運営事業 8�,816

2 文書管理事業 27,518

� 広聴広報事業 14,112

4 事務事業外部評価実施事業 181

5 男女共同参画社会づくり事業 1,979

6 地区活動推進事業 2�,909

7 国際交流事業 9,75�

韮
崎
市
プ
レ
ミ
ア
ム
「
ふ
れ
愛

商
品
券
」
第
四
弾
発
行
（
継
続
）

　
『
韮
崎
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
と
題
し
て
、
一
昨
年
以
来
消

費
者
を
は
じ
め
市
内
商
工
業
者
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
ふ
れ
愛
商
品
券
」
を
、

市
内
販
売
店
と
共
同
で
７
千
セ
ッ

ト
・
総
額
７
千
７
百
万
円
分
発
行

し
、
地
元
消
費
の
拡
大
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

（
5
、
6
0
0
千
円
）

利
山
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
し
、

全
国
に
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
甘
利
山
入
口
か
ら
山
頂
ま

で
自
転
車
で
駆
け
上
が
る
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
大
会
を
民
間
大
手
企
業
と

共
催
し
、
本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ

と
年
間
を
通
じ
た
集
客
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

 

（
1
、
0
0
0
千
円
）

　

市
で
は
、
住
環
境
の
向
上
・
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
施
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
住
宅
・
費
用
・

業
者
・
申
請
日
等
で
該
当
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
工
事
着

手
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
住
宅

・
市
内
に
あ
る
居
住
の
用
に
供
す

る
建
築
物

・
自
ら
所
有
す
る
家
屋
で
、
現
在

居
住
の
個
人
住
宅

・
個
人
住
宅
部
分
と
事
務
所
・
店

舗
・
賃
貸
住
宅
等
が
一
体
と

な
っ
た
併
用
住
宅

※
併
用
住
宅
は
、
工
事
金
額
を
按

分
し
て
個
人
住
宅
部
分
の
工
事

金
額
が
20
万
円
以
上
の
も
の

■
対
象
工
事

・
市
内
に
住
所
を
有
す
施
工
業
者

に
よ
る
工
事
（
施
工
業
者
は
登

録
が
必
要
で
す
。）

・
住
宅
の
機
能
の
維
持
及
び
向
上

の
た
め
の
工
事
で
、
工
事
金
額

が
20
万
円
以
上
の
も
の

・
昭
和
56
年
5
月
�1
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
在
来
工
法
住
宅

は
、
同
時
に
耐
震
工
事
を
行
う

■
補
助
金
額

・
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
10
分
の

1
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で

10
万
円
を
上
限
と
す
る

・
耐
震
改
修
＋
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
っ
た
も
の
は
20
万
円
を

上
限
と
す
る

※
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
以
外

の
補
助
を
受
け
た
も
の
は
対

象
外

◆
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
住
宅

◇
木
造
住
宅
耐
震
診
断

　

昭
和
56
年
5
月
�1
日
以
前
に

着
工
し
た
木
造
在
来
工
法
住

宅
は
耐
震
診
断
が
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

◇
耐
震
改
修
対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
不
足

が
指
摘
さ
れ
た
住
宅
の
「
改

修
」
に
対
し
、
60
万
～
80
万
円

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
不
足

が
指
摘
さ
れ
た
住
宅
の｢

耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置｣

に
対
し
、

24
万
円
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

※
耐
震
化
建
替
え
は
、
平
成
2�
年

度
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
建
築
営
繕
担
当

 

（
内
線
２
４
３
）

韮
崎
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
市
と
の
親
善
使

節
団
の
相
互
訪
問

　

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
か
ら
延
期
と
な
っ
た
姉
妹
都
市

締
結
40
周
年
記
念
事
業
を
再
開

し
、
５
月
に
親
善
使
節
団
を
派
遣

す
る
と
と
も
に
、
10
月
に
は
使
節

団
を
迎
え
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
さ

ら
な
る
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め

ま
す
。

 

（
6
、
8
0
8
千
円
）




